
 

 

平成 23 年６月８日 

 

各位 

特定非営利活動法人グラウンドワーク三島 

理事長 緒明 實 

 

東日本大震災支援活動：子どもを元気に富士山プロジェクト 

第１回・第２回「大学生出前寺子屋教室」 

の概要 

 

初夏の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は本法人の活動に、ご理

解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、現在、グラウンドワーク三島では、東日本大震災支援活動として、「子どもを元

気に富士山プロジェクト」に取り組んでおり、「心を元気にするショートツアー」を今ま

でに４回実施し、約２３０名の被災者の皆さまを２泊３日の間、三島の水辺や伊豆の温泉

にご招待させていただきました。参加者の皆様には、水辺や温泉でのリフレッシュなどを

体験していただき、人と人との交流を通して、疲れた心身を癒し「元気と笑顔」を取り戻

していただくことができました。 

その際、大震災後の混乱と、新学期の開始の遅れ、避難所生活などの環境による勉強の

遅れに丌安を感じており、学校の授業以外の場で勉強できる機会と、丌安な点を直接質問

できる環境が望まれていることが明らかになりました。そこで皆さまより強いご要望のあ

った「大学生出前寺子屋教室」を開校することになりました。 

つきましては、以下の通り、第１回・２回「大学生出前寺子屋教室」を実施いたします。 

これだけ大規模に組織的に「心の支援、人的交流」を行う活動は、全国に先駆けた支援

活動ではないかと考えています。特に、配慮したことは、今後とも、中期・長期的な人的

交流を持続させていくことと、特定の地域やコミュニティ単位での交流を進めることです。

また、三島市や伊豆市、伊豆の国市、静岡県などとの協働体制を取るとともに、この活動

を通して、伊豆地域の観光振興にも連動できればと考えております。 

本支援活動に、ご理解をいただき、引き続きの募金へのご協力をお願い申し上げます。 



第１回「大学生出前寺子屋教室」の概要（宮城県石巻市） 

 

1. 目的 

宮城県石巻市で、先生役となる1名の大学生が１名程度の子どもの面倒を見る少人数

制で取り組みます。被災地の子どもたちの学習支援と共に日常生活での丌安の解消や心

のケアを兼ねた、人間同士の「心の絆」を創る持続的な支援活動を目的としています。 
 
2. プログラム 

６/17 

（金） 

12:00 

13:30 

20:00 

三島市発 

都留市発（専用バス 1 台・中央道・東北自動車道） 

石巻市着                 

 

 

 

6/18 

（土） 

 9:00 

10:00 

12:00 

13:00 

15:00 

17:00 

子どもたち各避難所出発（専用バスで集合場所へ） 

勉強会 

昼食を兼ねた交流 

勉強会 

交流会 

集合場所より子どもたちを各避難所へ        

 

 

昼食 

 

 

 

6/19 

（日） 

 9:00 

10:00 

12:00 

13:00 

14:00 

21:00 

子どもたち各避難所出発（専用バスで集合場所へ） 

勉強会 

昼食を兼ねた交流 

集合場所より子どもたちを各避難所へ        

石巻市発 

三島市着 

 

昼食 

※ プログラム（到着時間等）は変更する場合があります 
 

3. 参加者の概要 

宮城県石巻市で生活をしている子どもたち 

■ 参加者数 約４０名 

■ 対象年齢 小学1年生から高校3年生まで 
 

4. 参加費 

 無料（グラウンドワーク三島の一般事業費及び募金、助成金で実施します。） 
 
5. その他 

・ 先生役となる大学生は、本法人の渡辺事務局長が教授として勤務する都留文科大学

や非常勤講師を務める東京農工大学など、信頼がおけ、的確・適切な教育ができる

大学生を配置します。 

・ 先生役と子どもたちとは、教育的な関わり合いが持続的にできるように、今回の出

前寺子屋教室は、今後も、何回も開校していきます。 

・ 問合せや緊急連絡先は、渡辺事務局長・０９０－２６１９－４７５２です。 

 

問い合せ先 

特定非営利活動法人グラウンドワーク三島（担当：渡辺、村上、岩﨑） 
〒411-0857 静岡県三島市芝本町1-43 
電話: 055-983-0136  FAX: 055-973-0022 
E-mail: info@gwmishima.jp   URL: http://www.gwmishima.jp 

 



第２回「大学生出前寺子屋教室」の概要（福島県いわき市） 

 

1. 目的 

福島県いわき市で、先生役となる１名の大学生が１名程度の子どもの面倒を見る少人

数制で取り組みます。被災地の子どもたちの学習支援と共に日常生活での丌安の解消や

心のケアを兼ねた、人間同士の「心の絆」を創る持続的な支援活動を目的としています。 
 

2. プログラム 

６/24 

（金） 

10:30 

12:00 

16:00 

 

三島市発 

都留市発（専用バス 1 台・中央道・東北自動車道） 

いわき市着（大学生を降ろした後、専用バスはショートツア

ー参加者を乗せて三島へ）             

 

 

 

6/25 

（土） 

 9:00 

10:00 

12:00 

13:00 

15:00 

17:00 

子どもたち集合 

勉強会 

昼食を兼ねた交流 

勉強会 

交流会 

子どもたち解散                  

 

 

昼食 

 

 

 

6/26 

（日） 

 9:00 

10:00 

12:00 

13:00 

15:00 

16:00 

17:00 

21:00 

子どもたち集合 

勉強会 

昼食を兼ねた交流 

勉強会 

交流会 

子どもたち解散  

いわき市発 

三島市着 

 

昼食 

※ プログラム（到着時間等）は変更する場合があります 
 

3. 参加者の概要 

福島県いわき市で生活をしている子どもたち 

■ 参加者数 約４０名 

■ 対象年齢 小学1年生から高校3年生まで 
 

4. 参加費 

 無料（グラウンドワーク三島の一般事業費及び募金、助成金で実施します。） 
 
5. その他 

・ 先生役となる大学生は、本法人の渡辺事務局長が教授として勤務する都留文科大学

や非常勤講師を務める東京農工大学など、信頼がおけ、的確・適切な教育ができる

大学生を配置します。 

・ 先生役と子どもたちとは、教育的な関わり合いが持続的にできるように、今回の出

前寺子屋教室は、今後も、何回も開校していきます。 

・ 問合せや緊急連絡先は、渡辺事務局長・０９０－２６１９－４７５２です。 

 
 

問い合せ先 

特定非営利活動法人グラウンドワーク三島（担当：渡辺、村上、岩﨑） 
〒411-0857 静岡県三島市芝本町1-43 
電話: 055-983-0136  FAX: 055-973-0022 
E-mail: info@gwmishima.jp   URL: http://www.gwmishima.jp 

 
 


